
１．プロジェクト概略
　本プロジェクトの目的は，〈声〉の文化が，これまでの歴史の中で，テクスト
の文字言語との鬩ぎ合いから始まり，制度的なさまざまな制約と葛藤，軋轢を
繰り返してきたことを確認するとともに，文学・思想・メディア文化が〈声〉
の根源的な力，豊饒な力をいかに再生させるために工夫してきたか，その諸相
を例示し，さらに〈声〉から，いかに新しい発想と表現可能性を得てきたかを，
具体的に明らかにすることである。そこに新たな人文科学研究の可能性があ
る。
　当面は，〈声〉と制度の様々な関係を，歴史的かつ領域横断的に検討するため
に，各国文学（日本文学，中国文学，朝鮮文学，イギリス文学，フランス文学，
ロシア文学，アメリカ文学），映像論，啓蒙思想などを専門とする研究者をメン
バーとし，さらに，従来からのボルドー第３大学の研究グループ（「モデルニ
テ」）と連携し，国内の他大学の研究者（とりわけ，人文学部と交流協定を締結
している愛媛大学法文学部，岩手大学人文社会科学部）にも参加を呼びかけ，
〈声〉に関する国際的かつ領域横断的な共同研究体制を確立し，定期的に国際シ
ンポジウムを開催するとともに，研究報告集を刊行する。

２．参加メンバー（平成25年度）
　先田進，鈴木孝庸（新潟大学フェロー），廣部俊也，藤石貴代，佐々木充，高
橋康浩，高橋早苗，平野幸彦，斎藤陽一，番場俊，橋谷英子，鈴木正美，逸見
龍生，市橋孝道，高木裕

３．プロジェクトの進捗状況
　2014年３月10日に，ボルドー第３大学ピエール・ラフォルグ Pierre Laforgue 
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（ボルドー第３大学教授・フランス）による講演「言語，声，ポエジー  ―  エ
メ・セゼールの『帰郷者ノート』におけるパロールの詩学と政治  ―  」La langue, 
la voix, la poésie :poétique et politique de la parole dans le Cahier d ’ un retour au pays 
natal d’ Aimé Césaire があった。フランスの植民地マルチニック島に生まれ，ネ
グリチュード（黒人性）の文学を提唱したエメ・セゼールの『帰郷者ノート』
の〈声〉についての講演である。この作品では，抑圧からの解放を求める叫び，
言葉，そして歌へと〈声〉は反抗の詩学を形成するが，同時に「ノート」であ
る作品は，フランス語という支配言語（ラング）とエクリチュールの制度・枠
組みの中に囚われている。フランス語という支配者のエクリチュールと蜂起の
雄叫びの〈声〉との緊張関係の中で，セゼールのポエジーは生成していると指
摘した。
　これまでの２年間の国際シンポジウム及び講演会を通して，〈声〉と制度の関
係についていくつかのことが明確になった。一つは，〈声〉を内包し，ときには
抑圧するものとしての「言語＝文字」である。〈声〉の身体性，生身のニュアン
スを取り込むことによって，豊穣な表現力をえるエクリチュールは，〈声〉の代
補として制度的に君臨する。
　〈声〉をとりまく制度としては，文化・社会・国家を形成する基盤としての
「言語（ラング）」から始まり，出版，ジャーナリズム，文壇をとりまくさまざ
まな制度があり，さらにミクロな視点では，慣習的な文学表現という制度があ
る。〈声〉は，それらの制度の中で，あるときは抑圧の対象となり，あるときは
制度を支え，豊かな可能性を開く鍵となっている。
　この観点については，平成24年から平成26年まで，３回の国際シンポジウム
を実施し，また海外のシンポジウムで発表するなどで，さまざまな角度で議論
され，論点も明確になった。
　この研究プロジェクトのもう一つの目的は，〈声〉の芸術あるいは伝承文化の
変容を時代の中で考察し，時間（時代）の中で刻々と変わる〈声〉の役割を解
明することにある。この意味では，〈声〉の文化に実践的にアプローチしている
芸術家たち（演劇人，作家，詩人等々）の活動から，それぞれの文化のジャン
ルの中で，〈声〉の役割がどのように変化し，どのように制度と関わっているか
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を探ることも重要である。
　〈声〉の伝統的な制度として，芸能，語り物，歌舞伎，浄瑠璃，朗読，歌唱な
どがあり，〈声〉の技芸を考察することで，〈声〉の本来的な力，喚起力，音楽
性などを再認識・再評価できた。これらの講演会を一般市民に開放することに
より，伝統芸能の継承の問題を共有した。
　2013年度には，下記の講演会あるいは公演会を開催し，多数の市民が参加し
た。

＊2013年10月14日　楊思好氏（中国恩州博物館）講演会「今も活きる伝統的
人形芝居  ―  中国浙江省の指使い人形  ―  」（新潟大学五十嵐キャンパス・
総合教育研究棟大会議室）
＊11月10日　詩人　中島悦子（Ｈ氏賞受賞，新潟大学出身）による講演会
「詩を書こう～アートから生まれる言葉～」（新潟大学駅南キャンパス「と
きめいと」）
＊11月19日　「新内ってなあに　お話と演奏」　岡本宮之助ほか２名による新
内の演奏。「新内」の〈声〉の伝承と制度についての解説があり，実際の歌
により，〈声〉のさまざまな技法が披露された。また，人形浄瑠璃の猿八座
主宰・西橋八郎兵衛の人形と新内との共演も行われた（新潟大学駅南キャ
ンパス「ときめいと」）
＊2014年１月24日（予定）　スヴェトラーナ・グヌチコヴァ（国立アカデミー
中央人形劇場付属人形劇博物館）「人形劇博物館におけるさまざまな仕事と
特徴について」（新潟大学五十嵐キャンパス・総合教育研究棟Ｆ棟２階　Ｆ
275）

４．プロジェクトの成果
茨　国際シンポジウム研究報告集「〈声〉の制度  ―  継承・侵犯・障害  ―  
PART2」（新潟大学人文学部）2013年11月
　　「はじめに」番場俊　pp. 1 - 6
　　Le silence imposé aux femmes auteurs françaises du XIXe siècle, Brigitte 
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Louichon, pp.7-24
「エレミアの嘆き再考（１）」高橋康浩 pp. 25 - 36
「〈声〉はどこへ行った？―  近世儒学・国学における声の消失と回復  ―  」佐々
木充，pp. 1 - 26

「物語を語らぬ戯作者 ― 戯作者登場の意味」広部俊也，pp. 27 - 38
「『金閣寺』における〈概念〉と〈声〉の相克」先田進，pp. 39 - 52
芋　人文科学研究（新潟大学人文学部）第134輯 「声とテクスト論研究プロ
ジェクト特集」（平成26年３月刊行）
　　「『源氏物語』夕顔巻の「家鳩」―  〈回想〉  の仕掛け ―」高橋早苗，
　　pp. 1 - 23
＊「平曲伝授におけることばと息継ぎ」鈴木孝庸，pp. 25 - 43
＊「1940年代，戦時下ソ連のラジオと前線における「声」」鈴木正美，
　pp. 5 - 21
＊「スタニスラフスキーシステム再考」斎藤陽一，pp. 23 - 39

　新潟大学コアステーション19世紀学研究所との連携の上，学際的な研究プロ
ジェクトを進める。主眼となるのは19世紀に欧米，東アジア圏に成立した近代
的学知の歴史的生成とその展開の諸相の検討である。人文的・教養的学知はい
かなるしかたで形成されたのか，過去や異文化の学知といかなる形で関わった
のか。その際の政治的背景やそのイデオロギー性も問題にし，総合的な歴史的
分析を行う。
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